
愛知県では、あいちスタートアップ・エコシステムの形成を目的とする「Ａｉｃｈｉ－Ｓｔａｒｔｕｐ戦略」と、
社会的な課題の解決と地域の活性化を図る官民連携プロジェクトの創出を目的とする「革新事業創造戦略」
との二つの戦略を両輪として、国内外のスタートアップ・エコシステムのネットワークを融合し、愛知県の
国際イノベーション都市への飛躍に向け取り組んでおります。
前回のレポートでは「Ａｉｃｈｉ－Ｓｔａｒｔｕｐ戦略」を中心にご紹介しましたので、今回は「革新事業
創造戦略」についてご紹介したいと存じます。
事業内容といたしましては、民間からのイノベーション創出に向けた提案を「革新事業創造提案プラット
フォーム（愛称：Ａ―ＩＤＥＡ）」にて受け付け、有識者で構成される「革新創造戦略会議」に
より優れた提案を抽出し、庁内関係各課で構成するワーキンググループにより提案の
具体化支援を実施します。具体的に現在進行中の５つのイノベーションプロジェクトの
紹介をさせていただきます。
愛知県のさらなる発展に向けて、スタートアップ・イノベーション施策の推進に努めて
まいります。

ソーシャルイノベーション創出促進の取組について
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革新事業創造戦略による中核プロジェクトの
創出プラットフォーム形成

社会的な課題の解決を図る５つの
イノベーションプロジェクト

●

●

「革新事業創造戦略」(2022年12月策定)に基づき、民間提案を起点とした社会的な課題の解決と地域の活性化に資するイノ
ベーション（ソーシャルイノベーション）の創出を目指す。
農業、デジタルへルス、環境、モビリティ、スポーツの５分野において推進しているイノベーションプロジェクトを始め、「革新事業創
造提案プラットフォーム（A-IDEA）の運用や「革新事業創造事業費補助金」などにより、プロジェクトの組成から社会実装までを
一気通貫で支援していく。

国際イノベーション都市の形成

社会実装

革新事業創造戦略

社会的課題の解決 地域の活性化
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２つの戦略を
両輪で推進

革新事業創造戦略

国際イノベーション都市を目指す戦略

環境
イノベーション
プロジェクト

ソーシャルイノベーション創出に向けた枠組み
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社会実装 社会的な課題の解決／地域の活性化
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● 農業分野の様々な課題に対応するための農業イノベーション創出に取り組む
〔研究開発型〕スタートアップ等、大学、農業総合試験場の連携を強化し、共同研
究開発や成果の社会実装を推進
〔現場フィールド活用型〕普及指導員がスタートアップ等と産地を結び、生産現
場のほ場で新技術の開発と導入を推進

①あいち農業イノベーションプロジェクト
●

●

●

ドローン・eVTOL(空飛ぶクルマ)・自動運転車が同時に
安全に制御され、人やモノの移動に「境界」がなくなった
新しいモビリティ社会の構築を図る。
新しいモビリティ社会の実現に向けた革新的ビジネスモ
デルの創出を図り、その社会実装を通じて社会的課題
(物流クライシス、人の移動の多様化・最適化、災害対応)
を解決する。
自動車・航空宇宙産業の世界的な集積地である強みを
生かし、次世代モビリティの基幹産業化を図る。

④あいちモビリティイノベーションプロジェクト

●

●

超高齢社会の危機の克服に向け、デジタル技術の活用と産学官金の連携によ
り、「健康寿命の延伸」と「QOLの維持・向上」に貢献する各種サービス・ソ
リューションの創出を目指す。
本プロジェクトの推進母体として、2023年９月、33団体が発起人となり、「あ
いちデジタルヘルスコンソーシアム」を設立。
2025年12月1日現在、95団体が参画。

●

●

スポーツビジネス人材育成講座を
開催
各大学が行うスポーツ
マネジメント人材育成の取組

●
●
●

スポーツに関連するイノベーションの情報収集と発信
メンバー相互間の連携促進・情報交換
その他、コンソーシアムの目的を達成するために必要な活動

●

●

スポーツチームの課題解決につな
がる取組を募集・選定・支援する
「AiSIAアクセラレーションプログラム」
を実施
障害者も参加可能なスポーツコン
テンツの実証

●

●

スポーツと他産業の共創により、地
域課題の解決を図る事業をモデル
事業として実施／「AiSIAアクセラ
レーションプログラム」として支援
スポーツテックコンテンツを活用して県
民が幅広くスポーツにふれる機会を創出

● アプリから取得する歩数データと、
対面による健康アドバイスを組み合わせ、
フレイル進行予防に資する運動プログラムを提供

②あいちデジタルヘルスプロジェクト

●

●

カーボンニュートラルの実現、サーキュラーエコノミーへの転換、ネイチャーポジティブの達成といった環境分野の課題解決に
向け、全国のスタートアップ等と連携し、愛知発の環境イノベーションを創出・実装
「あいち環境イノベーションコンソーシアム」を推進母体として、採択プロジェクトの伴走支援や実証実験、新たな革新的
プロジェクトの創出などの取組を実施

③あいち環境イノベーションプロジェクト

あいち農業イノベーションサミット（成果発表会）

［あいちデジタルヘルスコンソーシアム会員（95者）］

プロジェクトスキーム

プロジェクトの目指す姿

推進体制

肉体的な負担軽減のための農業用アシストスーツ

生産者のこだわりなどをPRする販売促進サービス

湿害を回避できる大豆の高速畝立播種機

簡易な核酸濃縮技術(県開発)を用いた環境核酸濃縮キット

バラ栽培においてIPM技術  を推進するUV-Bランプ用アタッチメント

キュウリのつる下げ作業の省力化に寄与する器具

(株)ジェイテクト

ウォーターセル(株)

鋤柄農機(株)

(株)ニッポンジーン

(株)新美利一鉄工所

(有)杉浦発条
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あいちデジタルヘルスコンソーシアムの役割 創出を目指すサービス・ソリューションの例

PHRを活用した予防運動プログラム

●
●
●
●

スポーツチーム(16)
競技団体(5)
教育機関(6)
経済団体・支援機関・観光団体等(6)

●
●
●

企業等(69)
行政機関(10)
設立提案団体(2)

コンソーシアム参画団体 内訳

［主な取組］

柱横断の取組

［主な取組］ ［主な取組］

● 高齢者も使えるLINEを活用し、
フレイル予防に重要な栄養素をしっかり摂取する
食習慣をサポートする仕組みを構築

デジタル食事改善プログラム

民間企業(35)
㈱あいち銀行、味の素㈱、Arteryex㈱、㈱エクシング、エーザイ㈱、
㈱emotivE、ジョージ・アンド・ショーン㈱、㈱スギ薬局、ソフトバンク㈱、
中部電力㈱、東京海上日動火災保険㈱、TOPPAN㈱、豊田通商㈱、
㈱名古屋銀行、名古屋鉄道㈱、Hubbit㈱、㈱ヘルスケアシステムズ、
㈱八神製作所、ほか

自治体(19)
愛知県、豊橋市、一宮市、半田市、春日井市、刈谷市、豊田市、蒲郡市、
東海市、大府市、知多市、知立市、尾張旭市、高浜市、豊明市、
北名古屋市、長久手市、東浦町、美浜町

研究機関・大学等(11)
(国研)国立長寿医療研究センター、(医)豊田会、
(一社)豊田加茂歯科医師会、(大)東海国立大学機構 名古屋大学、
(学)藤田学園 藤田医科大学、ほか

上記他コミュニティ会員(30者)、オブザーバー：厚生労働省 老健局

カーボンニュートラルの実現
産業、業務、家庭、運輸など、あらゆる
分野の脱炭素化を
強力に推進

サーキュラーエコノミーへの転換
設計・生産・利用等の各段階で、資源投
入量や廃棄物量
を減らしつつ
価値を生み出す
循環型の経済
活動への移行を
促進

今ある自然を守り回復しつつ、より自然が
豊かになる取組を促進

ネイチャーポジティブの達成
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愛知県

大学

地元企業

熱を直接電気に変換する
熱電発電システム実装
［Ｅサーモジェンテック］

海面最終処分場における
CO2の回収・固定化
［東洋建設］

使用済み紙おむつの
マテリアルリサイクル
［サハシ特殊鋼］

カーボンクレジットによる
再エネ・省エネ投資の促進
［バイウィル］

CO2を排出しない食品残
渣等処理システムの実装
［クロスイー］

リサイクル困難な炭素繊
維強化プラスチックリサイクル
［fff fortississimo］

次世代型バイオガス発電
システム導入
［豊橋バイオマスソリューションズ］

100％植物廃棄物由来
内装材の製造・リメイク
［Spacewasp］

ドローン・AIによる森林モ
ニタリングシステム構築
［DeepForest Technologies］

AIによるごみの分別・運搬
ロボットの開発・実装
［Aladdin]

バイオテックを活用した
油脂分解システムの実装
［フレンドマイクローブ］

採択プロジェクト

あいち環境イノベーションコンソーシアム
■設立：2025年１月31日
■会員：民間企業、大学、金融機関、
　行政機関、採択スタートアップ等
　(計59団体)

【柱１】 空と道がつながる新しいモビリティ社会の実現
(需要の創出)

革新的ビジネスモデルの国内外への横展開による需要の拡大

好循環の実現

【柱２】 次世代空モビリティ産業の基幹産業化
(供給力の強化)

国内外の需要を愛知県内に取り込み、産業拠点としての機能を強化

愛知県、民間事業者６社
※プロジェクトの立ち上げに関する基本合意にいたり、
　連携協定を締結(2023年５月)
※㈱Prodrone、㈱ジェイテクト、名古屋鉄道㈱、㈱SkyDrive、
　㈱テラ・ラボ、VFR㈱

●

●

STATION Aiのオープン、IGアリーナの開業、アジア・アジアパラ競技大会の開催を起爆剤として、革新的な事業・新サービスの創出や
県内外への展開に取り組むことで、スポーツの成長産業化、スポーツを通じた地域活性化を目指す。
プロジェクトの推進母体として、「あいちスポーツイノベーションコンソーシアムAiSIA（アイシア）」を設立（2024.6）。

コンソーシアムでは、メンバー相互間で連携しながら、愛知県のスポーツから新たなイノベーションを巻き起こしていくために、3つ
の柱を推進する。

⑤あいちスポーツイノベーションプロジェクト

●

●

社会的な課題の解決及び地域の活性化に資する「ソーシャルイノベーション」の創出を促進するため、個人・民間団体等からの寄附を
原資とする「ソーシャルイノベーション創出基金」を創設。（2025年６月定例県議会）
基金を活用し、「ソーシャルイノベーションを創出する人材の育成」や「社会実装に向けたプロジェクトの支援」などを実施。

ソーシャルイノベーション創出基金の創設

コンソーシアムの活動内容
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(AiSIAロゴマーク)

スポーツ産業をささえる
人材の育成柱① アスリート・スポーツチーム

の価値向上柱② スポーツと他産業の融合柱③

計114団体

【基金名】
ソーシャルイノベーション創出基金

【寄附方法】
基金への寄附・企業版ふるさと納税

【基金の趣旨】
社会的な課題の解決及び地域の活性化に資する
ソーシャルイノベーションの創出促進に取り組む

基
金
概
要

県内各地域の中小企業等をターゲットに、地域・社会
の課題解決につながる新規事業開発を支援します

不確実性の時代において、新たな収益基盤の創出
と地域・社会の課題解決に取り組む主体としての
意識を醸成し、持続的成長と地域・社会の課題解決
を一挙両得で実現する取組を行います

活
用
想
定
事
業

※農薬に頼らない病害虫防除技術。IPM技術の１つであるUV-B照射は植物体の防御関連遺伝子を
発現させ病害抵抗性を誘導する。

大豆生育を大きく改善する
高速畝立播種機

生産

利用

資源

リサイ
クル  

2020年を基準年に、
2030年までに

生物多様性の損失を
反転させる

2050年
までに

完全回復
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※
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第1段階

課題解決型ビジネスに取り組む意識の向上
＜2026年度～＞
● 啓発セミナー（地域・社会の課題に取り組む重要性・
　 ビジネスチャンス）
● ワークショップ（強みの洗い出し　など）

第2段階として拡充を検討

新規事業開発のトライアルを支援
● 応用セミナー/実践ワークショップ　など

A-IDEA

イノベーション
プロジェクト

補助金

革新事業創造
戦略の枠組みで
具体化を支援


